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港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

都
筑
区

市
内
最
大
規
模
の
住
宅
エ
リ
ア
で

静
か
に
進
行
す
る
、
世
代
間
の
融
合

ベ
ビ
ー
カ
ー
の
溢
れ
る
街

　
約
４
万
1
0
0
0
世
帯
が
住
む
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
は
、
横
浜
市
内
で
最
大
規
模
の
住
宅
エ

リ
ア
で
あ
る
。
同
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
第
一
期
入

居
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
5
0
年
代
末
。
当
時

の
入
居
者
の
多
く
は
す
で
に
5
0
～
6
0
代
に
さ
し

か
か
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
地
区
内
に
は
、
そ

の
名
の
通
り
若
い
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
開
発
年
代
が
長
期
に
わ
た

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
住
民
の
入
れ
代
わ
り

の
激
し
さ
が
あ
る
。
都
筑
区
の
人
口
動
態
を
見

る
と
、
人
口
流
入
は
毎
年
平
均
１
万
7
0
0
0

人
、
流
出
は
同
１
万
人
。
都
筑
区
で
は
港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
以
外
の
人
口
流
出
入
は
少
な
く
、

そ
の
大
半
が
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
流
出
入

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
約
1
1
万
5
0
0
0
人
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
の
う
ち
、
７
人
に
１
人
が

居
住
歴
１
年
未
満
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
も
平
成
1
1
年
３
月
に
ま
と
め
た
転
入
者

意
識
調
査
で
は
、
転
入
者
の
７
割
が
西
日
本
を

は
じ
め
と
し
て
遠
方
か
ら
の
転
入
が
目
立
つ
。

実
際
、
町
中
で
関
西
弁
を
耳
に
す
る
こ
と
も
多

い
　
ま
た
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
目
に
つ
く
の

は
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
多
さ
で
あ
る
。
小
さ
な
子
ど

も
が
い
る
3
0
代
の
子
育
て
層
の
転
入
が
多
い
の

だ
。
事
実
、
都
筑
区
の
０
～
９
歳
の
人
口
構
成

比
は
1
4
・
０
％
平
均
９
・
３
％
）
と
横
浜
一
高
い
。

　
な
ぜ
、
子
育
て
層
に
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
こ

ん
な
に
人
気
が
あ
る
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

市
甲
心
部
に
も
都
内
へ
の
通
勤
に
も
便
利
な
立
地

や
、
3
0
代
で
も
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
や
す
い
比

較
的
手
頃
な
価
格
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
く
供
給
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
決
め
手
は
や
は
り
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
子
育
て
環
境
の
良
さ
だ
ろ
う
。
都
筑
区

が
実
施
し
た
転
入
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
と
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
転
入
先
と
し
て

選
ん
だ
理
由
と
し
て
「
公
園
や
緑
が
豊
富
だ
か

ら
」
（
4
9
・
１
％
）
が
卜
。
プ
で
あ
り
、
さ
ら
に

３
割
の
転
入
者
が
「
子
ど
も
を
育
て
る
の
に
良

い
と
こ
ろ
だ
か
ら
」
と
答
え
て
い
る
。

徒
歩
圏
は
２
０
０
メ
ー
ト
ル

　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
む
子
育
て
中
の
3
0

代
の
女
性
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、
こ
の
ま

ち
の
一
番
の
暮
ら
し
や
す
い
点
は
「
子
連
れ
で

歩
い
て
も
自
家
用
車
に
乗
っ
て
も
、
快
適
か
つ

安
全
に
移
動
で
き
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。
こ
れ

Area Data

港北ニュータウン

地勢　港北ニュータウンは､横

浜市都心から北北西約12キ

ロ、東京都心から西南約25キ

ロに位置し、総面積は都筑区

の総面積の約半分にあたる

13 ・34 キロ平方キロメートル。

西側を多摩丘陵に接し、その

東から下末吉台地にあたる。港

北ニュータウン開発に伴い整

地されたとはいえ､南北に起伏

の多い谷戸の地形の面影を強

く残している。

歴史　江戸時代から中原街道

沿道として交通の要衝ではあっ

たものの、昭和30年代まで山

林と田畑で約９割を占めてい

た。昭和49年から港北ニュー

タウン建設事業が着手され､昭

和58年から第一期入居が開始

された。行政区分では､平成６

年11月に港北区と緑区の分

区により都筑区と青葉区が誕

生するに伴って､港北ニュータ

ウン区域はすべて都筑区内と

なった。
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は
、
「
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る

緑
道
と
歩
行
者
専
用
道
路
を
軸
と
し
た
港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ら
で
は
の
「
歩
車
分
離
」
の
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
緑
道
は
、
開
発
以

前
の
谷
戸
の
地
形
の
中
に
雑
木
林
や
水
源
を
生

か
し
た
公
園
同
士
を
結
び
つ
け
る
形
で
、
総
延

長
約
1
5
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
緑
道
は
歩
行
者
専
用
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
、

地
区
内
の
公
園
や
学
校
、
集
合
住
宅
、
商
店
街

な
ど
を
結
び
つ
け
、
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
め

ぐ
ら
さ
れ
た
歩
行
者
空
間
を
つ
く
り
出
し
て
い

る
。
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
な
ど
日
常
生
活
に

密
着
し
た
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

生
物
の
生
息
環
境
を
保
全
し
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、
親
子
で
水
遊
び
の
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
空
間
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
地
区
内
に
は
幅
員
の
広
い
幹
線
道
路

網
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
丘
陵
地
帯
で
坂
が
連

続
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
地
区
で
は
マ
イ
カ
ー

利
用
が
圧
倒
的
に
便
利
な
移
動
手
段
に
な
っ
て

い
る
。

　
平
成
1
0
年
度
実
施
の
区
民
意
識
調
査
で
は
、

自
家
用
車
を
使
用
す
る
頻
度
に
つ
い
て
、
４
割

以
上
の
人
が
「
週
に
３
～
４
日
以
上
」
と
答
え

て
い
る
。
ま
た
、
地
区
内
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
で
も
、
「
徒
歩
圏
は
２
０
０
ｍ
」
と
答
え

る
住
民
が
多
く
、
「
1
0
0
m
以
上
は
歩
か
な
い
」

と
い
う
声
さ
え
聞
か
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
住
民
の
車
へ
の
過
度
の
依
存
は
、

歩
い
て
暮
ら
せ
る
「
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

シ
ス
テ
ム
」
に
微
妙
な
影
を
落
と
し
始
め
て
い

る
。
せ
っ
か
く
の
緑
道
も
人
通
り
が
少
な
く
な

れ
ば
、
荒
れ
、
防
犯
上
危
険
な
状
態
に
な
る
。

事
実
、
近
年
「
緑
道
が
暗
い
、
危
な
い
」
と
い

う
住
民
の
苦
情
が
出
始
め
て
い
る
と
い
う
。

　
た
だ
一
方
で
、
「
ま
と
め
」
（
P
9
8
）
で
具
体

的
に
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
」
に
つ
い
て
は
、
自
ら
、
守
り
育
て
よ

う
と
い
う
住
民
層
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。

　
地
区
内
の
商
業
施
設
に
つ
い
て
も
、
駅
前
セ

ン
タ
ー
は
大
型
店
舗
を
核
と
し
た
商
業
施
設
の

集
積
が
進
み
、
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
が
、
駐

車
場
整
備
が
不
十
分
な
小
規
模
店
舗
の
多
い
近

隣
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
整
備
が
進
ん
で
い

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
（
注
１
）

近
隣
セ
ン
タ
ー
で
の

若
手
商
業
者
た
ち
の
挑
戦

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
初
期
に
整
備
さ
れ
た
荏

田
地
区
の
「
荏
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
」
は
、
ま
さ

に
、
危
機
に
直
面
し
て
い
る
地
区
内
商
店
街
の

一
つ
で
あ
る
。

　
開
設
当
初
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
は
商
業
施

設
が
少
な
く
売
り
上
げ
も
順
調
だ
っ
た
が
、
セ

ン
タ
ー
南
・
北
駅
周
辺
の
整
備
や
沿
道
沿
い
に

大
型
商
業
施
設
が
集
積
す
る
に
伴
い
、
売
り
上

げ
が
減
少
。
営
業
不
振
か
ら
、
櫛
の
歯
が
抜
け

る
よ
う
に
閉
店
・
撤
退
す
る
店
が
相
次
い
だ
。

か
つ
て
2
6
店
あ
っ
た
商
店
街
加
盟
店
は
、
い
ま

や
1
3
店
舗
と
な
っ
た
。
そ
の
影
響
は
、
毎
年
恒

例
の
商
店
街
主
催
の
夏
祭
り
を
今
年
は
中
止
す

る
と
こ
ろ
に
ま
で
追
い
込
ん
だ
。

　
し
か
し
、
商
店
街
の
2
0
～
3
0
代
の
若
手
３
人

が
、
そ
う
し
た
商
店
街
の
姿
勢
に
異
議
を
唱
え

た
。
「
店
が
減
っ
て
人
手
が
足
り
な
い
の
は
確
か

だ
が
、
子
ど
も
た
ち
は
祭
り
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
祭
り
を
や
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
顧
客
で

あ
る
住
民
の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う
」
と
。
彼

ら
は
、
横
浜
市
が
近
隣
セ
ン
タ
ー
活
性
化
の
た

め
に
設
け
た
「
荏
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
へ
の
集
ま

り
」
に
出
席
し
、
周
辺
住
民
と
と
も
に
、
地
区

の
自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
に
協
力
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
秋
祭
り
開
催
に
動
い
た
。

　
準
備
期
間
は
２
ヵ
月
余
り
だ
っ
た
が
、
祭
り

当
日
は
、
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
出
店
の

ほ
か
、
ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
だ
る
ま

落
と
し
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
魚
釣
り
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
た
。
地
域
の
情

報
誌
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
日
の
来

場
者
数
も
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
2
0
0
0
名

強
に
及
び
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
細
長
い
遊
歩
道

が
押
す
な
押
す
な
の
大
賑
わ
い
と
な
っ
た
。

　
秋
祭
り
の
成
功
に
自
信
を
持
っ
た
彼
ら
は
、

今
後
も
年
間
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
実
施
し
て

い
く
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
商
店
街

活
性
化
対
策
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
と

話
す
。

　
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
整
備
活
性
化
は
、
歩
い
て

も
快
適
に
暮
ら
せ
る
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
暮
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ら
し
や
す
さ
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

横
浜
市
で
も
、
地
域
住
民
や
専
門
家
な
ど
広
く

人
を
集
め
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
す
え
た
整

備
の
あ
口
方
を
検
討
し
て
い
る
。

地
権
者
と
新
住
民
を
結
ぶ
都
筑
民
家
園

　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り

に
は
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
つ
は
、
地
縁
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
伝
統

で
あ
る
。
昔
か
ら
こ
の
地
に
住
み
、
故
郷
と
し
て
き

た
地
権
者
た
ち
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
が
進
む
中
、

自
ら
で
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
で
勉
強
し
、
議
論
を
重
ね
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
た
。

　
一
方
、
入
居
者
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
例
え
ば
、
昭
和
6
0

年
代
前
半
か
ら
ミ
ニ
コ
ミ
紙
発
行
や
演
劇
や
コ
ン
サ

ー
ト
、
薪
能
の
企
画
運
営
、
あ
る
い
は
周
辺
の
自
然

環
境
保
護
を
テ
ー
マ
に
し
た
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、
顔
見

知
り
同
士
＝
知
縁
型
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　
た
だ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
は
あ

ま
り
交
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
「
昔
か
ら

の
住
民
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
の
間
に
は
溝
が
あ

り
、
新
旧
住
民
の
融
和
が
地
区
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
」
と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
市
民
利
用
施
設

「
都
筑
民
家
園
」
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
地
縁
型
ま
ち
づ
く
り
と
知
縁
型
ま
ち
づ

く
り
が
融
合
し
始
め
て
い
る
。

　
同
施
設
は
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
に
付
属
す
る

「
大
塚
・
歳
勝
土
遺
跡
公
園
」
の
一
角
に
、
元
は
都

筑
区
牛
久
保
に
あ
っ
た
江
戸
時
代
の
民
家
（
注
２
）

を
平
成
９
年
に
移
築
保
存
し
、
市
民
開
放
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
こ
の
民
家
園
は
、
農
村
文
化
の
体
験
的
伝
承
を

目
的
に
設
置
さ
れ
、
運
営
は
住
民
た
ち
で
組
織
さ

れ
た
愛
護
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
愛
護
会
の
会

長
は
、
先
祖
が
８
０
０
年
前
か
ら
こ
の
地
に
住
み
続

け
て
い
る
と
い
う
元
小
学
校
校
長
の
大
久
保
さ
ん

だ
。
齢
9
0
を
超
え
る
が
、
伝
承
衣
装
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
で
モ
デ
ル
を
つ
と
め
て
し
ま
う
洒
脱
な
人

柄
で
、
愛
護
会
を
暖
か
く
包
み
込
む
ま
と
め
役
だ
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、
佐
藤
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
開
発
が
始
ま
る
以
前
の
昭
和
3
0
年
代
に
こ
の

地
に
移
り
住
ん
で
き
た
人
で
あ
る
。
彼
は
、
当
時

ま
さ
に
こ
の
地
域
の
新
住
民
と
し
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
区
画
整
理
や
町
内
会
活
動
、
建
築
協
定
の
締
結

な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
り
続
け
て
来
た
人

だ
。
佐
藤
さ
ん
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
の
で
農
業
の

経
験
は
な
い
。
民
家
園
を
運
営
し
な
が
ら
、
屋
敷
畑

の
作
物
の
栽
培
や
、
農
家
な
ら
で
は
の
園
内
の
維

持
管
理
を
一
か
ら
学
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。

　
同
じ
く
愛
護
会
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
岡
本
さ
ん

は
、
昭
和
5
8
年
に
入
居
し
た
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第

一
世
代
。
こ
れ
ま
で
都
筑
イ
ベ
ン
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
の

活
動
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
文
化
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
続
け
て
来
た
。
し
の
笛
や
長
唄
、
古

典
舞
踊
な
ど
の
邦
楽
と
ギ
タ
ー
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
な
ど
の
洋
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
民
家
園
の
空
間

に
あ
わ
せ
て
組
み
合
わ
せ
た
「
お
月
見
ラ
イ
ブ
」
は
、

彼
女
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
と
人
脈
が
あ
っ
て
の
こ

と
だ
。

　
事
業
の
企
画
・
運
営
を
支
え
る
の
は
、
園
芸
や
し

の
笛
、
茶
道
、
そ
ば
打
ち
、
草
履
編
み
、
藍
染
め
な

ど
の
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
と
8
0
名
く
ら
い
の
個
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
だ
け

で
な
く
、
掃
除
や
草
取
り
、
建
物
の
維
持
修
繕
な

ど
も
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
都
筑
民
家
園
の
活
用
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
や
意
見
が
あ
り
、
管
理
運
営
を
め

ぐ
っ
で
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
も
議
論
が
あ
っ
た
。
だ
が
、

「
安
易
に
妥
協
を
し
な
い
真
剣
な
議
論
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
一
層
交
流
が
深
ま
っ
た
」
と
運
営
ス
タ
ッ

フ
の
誰
も
が
□
を
揃
え
る
。

　
さ
ら
に
、
最
近
は
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
引
っ

越
し
て
き
て
２
～
３
年
目
の
3
0
代
の
子
育
て
世
代

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
企
画
運
営
に
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
自
分
の
子
ど
も
に
限
ら
ず
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
に
昔
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら

い
た
い
と
、
都
筑
民
家
園
の
活
動
に
関
わ
る
親
た

ち
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
旧
長
沢
住
宅
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の

名
王
役
の
家
は
、
旅
の
芸
能
者
を
宿
泊
さ
せ
、
村
人

た
ち
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
を
披
露
す
る
な

ど
、
地
域
の
文
化
交
流
の
場
で
あ
っ
た
。
都
筑
民
家

園
も
、
ま
さ
に
世
代
や
居
住
歴
の
異
な
る
地
域
住

民
間
の
交
流
の
場
、
結
節
点
に
な
っ
て
い
る
。

●
注
２
旧
長
沢
家
住
宅
。
寄
せ
棟
茅
葺
き
の
母
屋
と
馬

屋
で
構
成
さ
れ
、
母
屋
の
東
端
に
平
入
り
の
入
口
が
あ

る
。
玄
関
に
入
る
と
土
間
に
面
し
て
広
間
が
あ
り
、
囲
炉

裏
が
切
ら
れ
て
い
る
。

●
注
１
　
『
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
』
で
は
、
地
区

内
商
業
施
設
お
よ
び
公
共
施
設
の
整
備
と
し
て
、
駅

を
中
心
に
徒
歩
圏
６
０
０
ｍ
の
駅
前
セ
ン
タ
ー
が
４

ヵ
所
、
こ
れ
を
補
完
す
る
徒
歩
圏
４
０
０
メ
ー
ト
ル

の
近
隣
セ
ン
タ
ー
６
ヵ
所
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
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